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令和元年度 山梨県河川マイクロプラスチック調査等業務報告書 概要版 

1. 業務概要 

1.1.業務目的 

本調査は、河川を対象に、河川水中のマイクロプラスチックの調査と河川敷のごみの散乱

状況・組成調査を実施することで、河川ごみ等の実態把握を行うことを目的とした。 

2. 調査方法 

①河川マイクロプラスチック調査 

②河川敷における河川ごみの散乱状況調査 

③河川敷における河川ごみの組成調査 

2.1. 調査河川 

山梨県内の富士川水系（富士川（釜無川）、笛吹川）、相模川水系（桂川（相模川））及び

多摩川水系（丹波川）の 3 水系の 4 河川とした。 

2.2. 調査地点 

各河川を代表する地点として、河川の上流～下流において、1 河川につき 1～3 地点選定

した計 8 地点の流心とした。調査地点は表 1.1-1、図 1.1-1 に示す。 

 

表 1.1-1 調査地点 
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図 1.1-1 調査地点（広域） ※地理院地図を基に作成 

（1）マイクロプラスチックの種類別捕集個数 

マイクロプラスチックの種類別捕集個数とろ水量を表 2.1-1 に示す。 

捕集個数は、全検体を通して地点間の差が大きかった。種類別の組成をみると、「プラス

チック（発砲スチロール、糸くず状プラスチック以外のもの）」が優占し、全体平均で 89％

の組成比であった。次いで、「糸くず」「発砲スチロール」が出現し、平均組成比はそれぞれ

13％、11％であった。 

表 2.1-1 マイクロプラスチックの種類別捕集個数 
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（２）マイクロプラスチックの種類別個数密度 

マイクロプラスチックの種類別個数密度を表 2.1-2、図 2.1-1 に示し、以下のように水

系毎にまとめた。 

① 富士川水系（釜無川・笛吹川・富士川） 

マイクロプラスチックの個数密度は、笛吹川の桃林橋で高く、それ以外の調査地点で低

い傾向にあった。 

② 桂川水系（桂川） 

マイクロプラスチックの個数密度は、大橋と桂川橋のいずれも、1 回目と 2 回目の出

現個数の差が大きかった。 

③ 多摩川水系（丹波川） 

マイクロプラスチックの個数密度は、全 8 地点の中で最も少ない値であった。 

表 2.1-2 マイクロプラスチックの種類別個数密度 

 

 

図 2.1-1 マイクロプラスチックの種類別個数密度 
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（３）マイクロプラスチックの材質別個数密度 

マイクロプラスチックの材質別個数密度を表 2.1-3、図 2.1-2に示し、以下のように水

系ごとにまとめた。 

①  富士川水系（釜無川・笛吹川・富士川） 

材質別個数密度は、ポリプロピレン（PP）とポリエチレン（PE）が多く、両者を合わせ

ておよそ 8割を占めていた。次いで、桃林橋ではポリスチレン（PS）が多くみられた。 

② 桂川水系（桂川） 

材質別個数密度は、富士川水系と同様にポリプロピレン（PP）とポリエチレン（PE）が

多く、組成比でみると、両者を合わせておよそ 8割を占めていた。 

③ 多摩川水系（丹波川） 

1 回目と 2 回目で出現した材質が異なり、１回目はナイロン（PA）とポリプロピレン・

ポリエチレン化合物（PP・PE）であり、2回目はポリエチレン（PE）であった。 

表 2.1-3 マイクロプラスチックの材質別個数密度 

 

 

図 2.1-2 マイクロプラスチックの材質別個数密度 
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（３）分析結果のまとめ 

マイクロプラスチックの個数密度は、笛吹川及び桂川が高く、釜無川・富士川・丹波川

は低い傾向にあった。 

材質別の内訳をみると、全体を通してポリエチレン（PE）とポリプロピレン（PP）とが

多く、両者を合わせておよそ 8 割を占めていた。 

②  河川敷における河川ごみの散乱状況調査 

②.1. 河川敷における河川ごみの散乱状況調査結果 

河川敷における河川ごみの散乱状況調査結果を表 4.2-1、図 4.2-1に示し、以下のよう

に水系毎にまとめた。 

（1）富士川水系 

川下流の浅原橋、笛吹川下流の桃林橋で多く、笛吹川上流の亀甲橋で少なかった。釜無

川及び笛吹川では下流の地点ほど多かったが、富士川県境部の南部橋では減少した。 

（2）桂川水系 

上流の大橋で多く、県境部の桂川橋で少なかった。調査範囲が最も狭い大橋は、全 8地

点で最も多い結果となった。 

河川ごみが多かった大橋では、河川ごみが多く、レジ袋に食品トレー等が入った状態の

ものも確認された。このことから、大橋を含む桂川上流域では、水路を通じて周辺の集落

からごみが供給されている可能性が示唆された。 

（3）多摩川水系 

河川ごみは水際や植生内に飲料缶やタバコの吸殻がわずかに点在しているのみで、調

査地点周辺の利用者による投棄や上流からの供給等が考えられる。 

 

表 2.2-1  河川敷における河川ごみの散乱状況調査結果 

 

③  河川敷における河川ごみの組成調査 

③.1. 河川敷における河川ごみの組成調査結果 

河川敷における河川ごみの組成調査結果を以下のように水系毎にまとめた。 
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（1）富士川水系 

① 個数 

釜無川下流の浅原橋で最も多く、笛吹川上流の亀甲橋で最も少なかった。河川ごみの種

類別にみると、河川ごみが比較的多かった船山橋、浅原橋、桃林橋では、食品の包装・袋、

食品容器（プラスチック、発泡スチロール）等が多かった。 

② 湿重量 

釜無川下流の浅原橋で最も多く、笛吹川上流の亀甲橋で最も少なかった。河川ごみの種

類別にみると、河川ごみが比較的多かった船山橋、浅原橋、桃林橋では、硬質プラスチッ

ク破片、飲料用プラボトル（ペットボトル）、レジ袋等が多かった。 

③ 容積 

個数及び湿重量は釜無川下流の浅原橋で最も多く、笛吹川上流の亀甲橋で最も少なか

った。河川ごみの種類別にみると、河川ごみが比較的多かった船山橋、浅原橋、桃林橋で

は、硬質プラスチック破片、発泡スチロール破片、飲料用プラボトル（ペットボトル）等

が多かった。 

（２）桂川水系 

① 個数 

上流の大橋で多く、県境部の桂川橋で少なかった。河川ごみの種類別にみると、食品の

包装・袋、食品容器（発泡スチロール）、生活雑貨等が多かった。 

② 湿重量 

上流の大橋で多く、県境部の桂川橋で少なかった。河川ごみの種類別にみると、硬質プ

ラスチック破片、プラスチックシートや袋の破片、生活雑貨等が多かった。 

③ 容積 

上流の大橋で多く、県境部の桂川橋で少なかった。河川ごみの種類別にみると、プラス

チックシートや袋の破片、飲料用プラボトル（ペットボトル）、食品容器（発泡スチロー

ル）、生活雑貨等が多かった。 

（３）多摩川水系 

① 個数 

河川ごみの種類別にみると、プラスチックシートや袋の破片、タバコの吸殻・フィルター、

飲料缶の 3 種類が確認され、飲料缶が最も多かった。 

② 湿重量 

河川ごみの種類別にみると、飲料缶が最も多かった。 

③ 容積 

河川ごみの種類別にみると、プラスチックシートや袋の破片（傘袋）が最も多かった。 
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図 2.3-1  採取したごみの種類別個数（m2 当たり） 

 

図 2.3-2  採取したごみの種類別湿重量（m2当たり） 
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図 2.3-3  採取したごみの種類別容積（m2当たり） 

 3.1 調査結果の評価 

（1）土地利用状況とマイクロプラスチックの存在状況の関係 

河川水中のマイクロプラスチックは、周辺が主に市街地となっている釜無川の船山橋

及び浅原橋、笛吹川の亀甲橋及び桃林橋、桂川の大橋及び桂川橋で多く、周辺が主に山林

である富士川の南部橋、丹波川の下保之瀬橋で少ない傾向にあった（表 3.3-1）。 

（2）居住人口とマイクロプラスチックの存在状況の関係 

河川水中のマイクロプラスチックは、周辺の居住人口が多い地点ほど多い傾向にあっ

た。 

（3）下水処理水量とマイクロプラスチックの存在状況の関係 

富士川水系では、富士川県境部の南部橋の河川水中のマイクロプラスチックは、上流域

の地点に比べ少ない結果となった。また、桂川も同様に上流部の大橋に比べ、県境部の桂

川橋で少ない結果となった。 

（4）河川流量とマイクロプラスチックの存在状況の関係 

河川流量と河川水中のマイクロプラスチックの関係は、ほとんど相関がないことがわ

かった。 

（5）BOD（生物化学的酸素要求量）とマイクロプラスチックの存在状況の関係 

河川水中のマイクロプラスチックは、河川水質の有機汚濁の度合いを示す代表的な指

標である BOD が高い地点ほど多い傾向にあった。 
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（6）河川ごみとマイクロプラスチックの存在状況の関係 

河川水中のマイクロプラスチックは、河川ごみが多い地点ほど多い傾向にあった。 

表 3.3-1 流域背景情報とマイクロプラスチックの存在状況 

 

 

3.1.2. 隣接する都県へのマイクロプラスチック流下総個数 

山梨県から隣接都県へのマイクロプラスチック流下総個数は以下のとおりとなった。 

① 東京都への流下総個数（多摩川水系の下保之瀬橋） ： 0.1 個/sec 

② 神奈川県への流下総個数（桂川水系の桂川橋）  ：39.4 個/sec 

③ 静岡県への流下総個数（富士川水系の南部橋）  ： 0.6 個/sec 

以上より、桂川を通じて神奈川県へ流下するマイクロプラスチック量が多く、多摩川水系

や富士川水系を通じての流下個数は少ないことが明らかとなった。 
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図 3.4-1 マイクロプラスチック（地点平均値）と河川ごみ（地点全量） 

「河川敷における河川ごみの組成調査結果」から明らかなように、今回の調査で確認さ

れた河川ごみは生活雑貨等に由来するものが多くなっていた。生活で発生するプラスチ

ックごみがマイクロプラスチックとなり河川を流下していく可能性も考えられた。 


